
広島大学文書館紀要　第21号（2019年）

― 63―

記
　
　
録ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
展
示
の
見
直
し
に
つ
い
て

髙　
　

杉　
　

洋　
　

平

は
じ
め
に

　

広
島
大
学
文
書
館
で
は
、
二
〇
〇
八
年
第
二
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
か
ら
、

「
広
島
大
学
の
歴
史
」
展
と
題
し
て
、
広
島
大
学
の
歴
史
や
学
生
生
活
の
変
遷
を

振
り
返
る
写
真
展
示
を
行
っ
て
き
た
。

　

当
該
展
示
は
、
来
場
し
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
在
校
時
代
を
視
覚
的
に
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
来
場
者
か
ら
も
概
ね
好
評
を
博
し
て
い
た
。
し
か
し

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
へ
の
出
展
開
始
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
、
種
々
の
課
題
も

顕
在
化
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
本
年
第
一
二
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
お
い
て

は
、
従
来
か
ら
の
写
真
パ
ネ
ル
展
示
を
継
続
し
つ
つ
、
新
機
軸
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
展
示
内
容
の
刷
新
を
行
っ
た
。

写
真
展
示
に
際
し
て
生
じ
た
問
題

　

広
島
大
学
文
書
館
は
、
国
立
公
文
書
館
等
と
し
て
法
人
文
書
の
管
理
保
存
を
行

う
一
方
、
大
学
史
資
料
の
収
集
に
努
め
て
き
た
。
そ
う
し
た
館
の
性
格
上
、
文
書

館
の
扱
う
資
料
の
ほ
と
ん
ど
は
文
字
資
料
で
あ
り
、
写
真
資
料
の
所
蔵
は
決
し
て

多
く
な
い
。

　

ま
た
所
蔵
す
る
写
真
資
料
は
、
学
内
の
各
部
局
に
お
い
て
職
員
が
撮
影
し
た
記

録
用
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
が
大
半
で
あ
り
、
撮
影
内
容
や
撮
影
技
術
面
で
パ
ネ
ル
展

示
に
は
適
さ
な
い
も
の
が
多
い
。
ま
た
撮
影
か
ら
年
月
が
経
過
し
た
現
在
と
な
っ

て
は
、
撮
影
年
月
日
や
被
写
体
を
十
分
な
精
度
を
も
っ
て
特
定
で
き
な
い
も
の
も

多
い
。「
お
そ
ら
く
×
×
祭
の
様
子
を
写
し
た
も
の
」
と
か
「
お
そ
ら
く
△
△
年

撮
影
」
と
い
っ
た
写
真
ば
か
り
で
は
、
展
示
の
信
頼
性
を
損
な
う
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
ク
リ
ア
ー
し
、
展
示
に
耐
え
う
る
写
真
資
料
と
な
る

と
、
そ
の
絶
対
数
は
さ
ら
に
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

他
方
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
参
加
者
に
は
、
毎
年
継
続
し
て
参
加
さ
れ
る

方
も
少
な
か
ら
ず
お
り
、
展
示
写
真
の
選
定
に
際
し
て
は
、
可
能
な
限
り
未
使
用

の
写
真
を
用
い
、
ま
た
直
近
の
数
年
間
に
使
用
し
た
も
の
は
努
め
て
避
け
る
よ
う

に
し
て
き
た
。
し
か
し
前
述
の
諸
条
件
下
で
、
パ
ネ
ル
展
示
の
写
真
選
定
に
新
鮮

味
を
持
た
せ
る
こ
と
は
年
毎
に
困
難
化
し
て
お
り
、
写
真
パ
ネ
ル
の
み
の
展
示
に
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髙杉洋平　　ホームカミングデー展示の見直しについて

漸
く
マ
ン
ネ
リ
感
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

展
示
内
容
の
見
直
し

　

前
記
の
よ
う
な
問
題
を
踏
ま
え
、本
年
第
一
二
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
か
ら
、

文
書
館
展
示
の
見
直
し
、刷
新
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
見
直
し
の
方
針
と
し
て
、

①
写
真
パ
ネ
ル
展
示
「
広
島
大
学
の
歴
史
」
展
は
中
止
せ
ず
継
続
し
、
新
た
な
展

示
を
追
加
す
る
こ
と
、
②
新
た
な
展
示
に
は
文
書
館
の
広
報
機
能
を
持
た
せ
る
こ

と
、
③
写
真
だ
け
で
な
く
、
資
料
の
現
物
展
示
を
行
う
こ
と
、
④
初
代
学
長
森
戸

辰
男
の
生
誕
一
三
〇
周
年
に
つ
き
特
別
展
示
を
実
施
す
る
こ
と
、
⑤
展
示
ス
ペ
ー

ス
の
都
合
上
、
展
示
規
模
は
例
年
の
範
囲
で
納
め
る
こ
と
、
の
五
点
を
設
定
し
、

展
示
計
画
を
練
り
直
し
た
。

　

例
年
、
文
書
館
展
示
は
サ
タ
ケ
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー
に
展
示
用
カ

ラ
ー
パ
ネ
ル
を
展
開
し
（
年
に
よ
っ
て
若
干
の
変
動
は
あ
る
が
概
ね
一
〇
枚
）、

各
パ
ネ
ル
の
表
裏
面
を
利
用
し
て
写
真
を
展
示
し
て
き
た
。

　

本
年
は
カ
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
一
二
枚
に
増
設
し
、
裏
表
二
四
面
の
う
ち
半
数
を
例

年
通
り
「
広
島
大
学
の
歴
史
」
展
に
、四
分
の
一
を
「
文
書
館
新
収
資
料
」
展
に
、

残
部
四
分
の
一
を
企
画
展
に
利
用
し
た
。
ま
た
可
動
式
展
示
ケ
ー
ス
二
台
を
持
ち

込
み
、
現
物
展
示
も
実
施
し
た
。

　
「
文
書
館
新
収
資
料
」
展
は
今
後
も
毎
年
の
恒
例
展
示
と
す
る
こ
と
と
し
、
展

示
の
前
年
ま
た
は
同
年
に
新
規
収
集
公
開
し
た
資
料
の
紹
介
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
文
書
館
で
は
昨
年
～
本
年
と
広
島
高
等
師
範
学
校
出
身
の
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
あ
る
梶
山
季
之
の
関
係
文
書
目
録
上
下
巻
を
刊
行
し
た
の
で
、
本
年
は

「広島大学の歴史」展①「広島大学の歴史」展②

梶
山
季
之
関
係
文
書
の
紹
介
を

行
っ
た
。
カ
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
梶
山

季
之
関
係
文
書
の
解
説
文
・
年

譜
・
写
真
を
掲
示
し
、
さ
ら
に
展

示
ケ
ー
ス
二
台
を
用
い
て
梶
山
季

之
関
係
文
書
の
現
物
展
示
を
行
っ

た
。展
示
物
の
選
定
に
際
し
て
は
、

梶
山
の
業
績
を
象
徴
し
、
観
覧
者

の
興
味
を
引
く
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
物

を
揃
え
る
こ
と
と
し
、
生
原
稿
・

取
材
ノ
ー
ト
・
万
年
筆
・
愛
飲
の

煙
草
な
ど
を
展
示
し
た
。

　

初
代
学
長
森
戸
辰
男
の
生
誕

一
三
〇
周
年
を
記
念
し
た
特
別
展

は
、「
初
代
学
長
森
戸
辰
男
の
書
」

展
と
し
、
文
書
館
お
よ
び
関
係
者

が
所
蔵
す
る
森
戸
の
扁
額
二
枚
・

色
紙
三
枚
を
展
示
し
た
。
各
時
代

毎
に
森
戸
の
書
を
並
べ
、
解
説
を

加
え
る
こ
と
で
、
森
戸
の
学
者
・

政
治
家
・
教
育
者
と
し
て
の
様
々

な
活
動
や
思
想
の
変
遷
を
辿
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
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な
お
特
別
展
に
つ
い
て
は
毎
年
の
恒
例
展
示
と
は
せ
ず
、
今
後
も
特
別
の
企

画
が
あ
る
年
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
後
の
課
題

　

今
回
は
結
果
と
し
て
狭
い
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
三
種
類
の
展
示
を
並
置
す
る

盛
り
沢
山
の
内
容
に
な
っ
た
。そ
の
た
め
、バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
展
示
と
な
っ

た
反
面
、
一
つ
一
つ
の
展
示
内
容
に
若
干
の
物
足
り
な
さ
が
生
じ
た
こ
と
は

否
め
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。
特
に
「
広
島
大
学
の
歴
史
」
展
は
、
展
示
写
真

数
が
例
年
の
半
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
現
状
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
展

示
用
カ
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
増
設
に
は
限
界
が
あ
る
。
今
後
は
「
広
島
大
学
の
歴

史
」
展
自
体
を
年
毎
の
テ
ー
マ
展
示
と
し
て
内
容
の
密
度
ア
ッ
プ
を
図
る
な

ど
の
工
夫
が
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
今
回
は
展
示
ケ
ー
ス
の
運
び
込
み
等
、
例
年
の
展
示
に
比
し
て
準

備
・
撤
収
の
作
業
量
が
増
大
し
、
ま
た
現
物
展
示
で
あ
る
た
め
監
視
員
を
常

駐
さ
せ
る
必
要
も
生
じ
た
が
、
学
内
関
係
部
局
と
文
書
館
事
務
補
佐
員
・
ア

ル
バ
イ
ト
の
協
力
に
よ
り
滞
り
な
く
展
示
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

�

（
た
か
す
ぎ
　
よ
う
へ
い
・
広
島
大
学
文
書
館
）

「文書館新収資料」展①「文書館新収資料」展②

「初代学長森戸辰男の書」展② 「初代学長森戸辰男の書」展①


